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心つなぐ２days 和
わ っ し ょ い

一処

芝生イベント
「それでもこの町がいい！きっとこれからも ...」

■とき / 午後３時～７時　
■ところ / 三ッ塚史跡公園
■内容 / 復興の風船飛ばしやステージイベント、
飲食ブースなどが多数出店します。中越地震から
奇跡の復興を遂げた、新潟県長岡市山

や ま こ し こ ご も

古志木籠、
十日町市の団体も出店します。
■主催 / うちの花は赤いプロジェクト実行委員会

丹
こ こ

波市から始めるふるさと創生シン
ポジウム
■とき / 午後１時～４時
■ところ / ライフピアいちじま　大ホール
■主催 / 丹波市・一般財団法人 自治総合センター
■後援 / 総務省　協賛 / 丹波県民局　

第１部　基調講演 ｢ ハートウェアによるまちづくり ｣

８月 27日（土）

復興シアター

■とき / 午前 10 時～午後４時
■ところ / ライフピアいちじま　アートサロン
■内容 / 丹波市民の復興感を高めるため、全国の
さまざまな被災地が復興していく過程のドキュメ
ンタリー映像を上映します。

第２部　パネルディスカッション ｢ 新しいコミュ
ニティのカタチ ｣

●コーディネーター　宮崎緑さん
●パネリスト
松井智美さん（木籠集落／山古志木籠ふるさと会）
福島美佳さん（池谷集落／ NPO 法人十日町市地
域おこし実行委員会）
山崎麻里子さん（公益社団法人中越防災安全推進
機構）
荻野充さん（丹波市商工会市島支部長）
余田一幸（丹波市復興推進部長）
※このシンポジウムは全国モーターボート競走施行者協
議会からの拠出金を受けて実施するものです。

屋久杉と大島紬の保護に取り組み、
奄美パーク園長、田中一村記念美術
館館長を兼務。
元 NHK ニュースキャスター。

■講師 / 宮崎緑さん
千葉商科大学教授 / 国際教養学部長

８月 28日（日）

８月 27・28日　両日
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被災地復興バスツアー

■とき / 午前 10 時～午後１時
■ところ / 丹波市豪雨災害からの復旧・復興地
■内容 / 丹波市豪雨災害から３年目を迎えた被
災地で「見て」「聞いて」「食べて」復興の「今」
を実感するバスツアーを実施します。
■定員 / 先着 30 名　※事前申込みが必要。
■参加費 / 500 円 　小学生未満 300 円
※参加費は昼食代です。
申込方法などは市ホームページをご覧ください。

８月 27日（土）

平成 26年８月丹波市豪雨災害復興イベント
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一処」
復興における課題は、災害発生前から市全体の課題です。災害を機に顕在化し

た課題に対し、復興の過程で得た答えは市全体の課題解決に応用できます。
復興３年目を迎え、新たな地域の再生をめざし ｢ 復興の土台づくり ｣ に

取り組んでいくため、復興イベント ｢ 和一処 ｣ を開催します。

問 復興推進室（市島支所内）☎ 85‐4622　 FAX 85‐2598
: fukkousuishin@city.tamba.hyogo.jp

８月 27 日（土）・28 日（日 ) の２日間




